
Æ HUBBARD BREEDERS 
 

就巣性のある雌鶏の管理 
 

就巣性の原因となる要素は以下の通りです： 

1 – タンパク質の欠乏 

2 – 低レベルの光量 

3 -  障害およびネスト入口の遮断のない 24時間のネストへのアクセス 

4 – 高温度 

5 – 軽い体重 

6 – 高収容密度 = ストレス要因 

 

就巣性のある雌鶏は産卵していませんので、就巣性の高発生率が鶏群の生産性に影響を及ぼす
でしょう。例えば 10%の就巣鶏レベルは、毎日 8％ずつ産卵を減少させます。もしそれに対処し
なければ、これは明らかにコスト的な問題になり得ます。 

我々が訪問したある会社の生産農場の鶏舎は、就巣性の傾向にある鶏を事前に処分しています、
なぜなら 

- 鶏は食欲を減退させる高温環境下では、結果として、タンパク質と体重が低下し得ます。 

- 光線レベルは必要とされるほど明るくありません。 

- ネストは夜間に鶏を追い出すための自動あるいは手動の開閉システムがついていません。 

- 鶏 10羽につきネスト 1穴の割り当てがあります。これはネスト 1穴あたりの羽数としては非
常に高い数字です。 

 

就巣鶏の発生率を減らすために 

 

A) 毎日その日の終わりに手作業で鶏をネストから取り除いてください。この作業は、鶏群の全
生産期間を通して、日常的に行わなければなりません。 

B) 食欲を増進させるために、給餌時間を毎日二回に分けてください。結果としてタンパク欠乏
症を減少させます。 

C) より多くの電球あるいはより高いワット数の電球を増やすことによって鶏舎内の照度を上げ
てください。 

D) 就巣鶏用ケージを設置し、使用してください。 

-   これらのケージは、床から通風が上昇するようにメッシュ状の床を持たせ、鶏にとって不快
になるようにデザインされなければなりません。 

-   1週間ベースで就巣鶏をこのケージに入れてください。 

-   ケージは鶏舎の明るく照らされた部分で床面から 0.5m-1.0mの高さで排気ファンの近くに設置
するのが望ましいです。 

-   １日 24時間水を与えてください。 

-    隔日で給餌してください。 

-    塗料あるいはレッグバンドを使って鶏にマーキングして 1週間後に鶏群に戻してください。 

-    新たな就巣鶏に対しては、週ごとに同じ手順を繰り返してください。 
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-   もし、以前マーキングした鶏が就巣鶏用ケージ内で依然就巣性のままの状態で継続している
ならば、鶏群から除外してください。（もしそれらがそれほど多くなければ、ネスト 1穴当
たりの羽数・ネスト数／ネストのデザインの見直しを必要とすることを提案するかもしれま
せん）。 

 

以下が、就巣性鶏用ケージのサンプルです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


